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有効な検診を、より確かな質で、より多くの人に
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胃がんの現状（罹患・死亡）

全国年齢別胃がん罹患率（男女計） 40歳代では1/3程度に減少



胃がんの現状（罹患・死亡）

全国年齢別胃がん死亡率（男女計） 40歳代では1/5程度に減少



●全国・大阪府・大阪市 年齢別胃がん罹患率（診断年2010年）
40歳代の罹患率は全国と同等、50歳以上については全国より低い

胃がんの現状（罹患・死亡）



大阪市胃がん検診の状況について（胃がん検診に関するこれまでの流れ）

年次 国 本市

昭和58年2月
老人保健法施行／胃がん・子宮頸がん検診の開始（40歳
以上）

昭和58年1月 集団検診開始

平成5年7月 個別(医療機関）検診を
開始

平成29年10月 胃内視鏡検査による胃が
ん検診導入

平成10年4月

「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」
（以下、指針）の策定
老人保健法にもとづかない事業と整理・がん検診にかかる経
費の一般財源化

平成20年4月
健康増進法（第19の２）の健康増進事業としてがん検診
を位置づけ

平成28年2月

指針の改正
胃がん検診対象年齢の引き上げ・検診間隔の延長、胃内
視鏡検査の導入（「有効性評価に基づく胃がん検診ガイド
ライン2014年度版」）

平成29年3月
第21回がん検診のあり方に関する検討会において、今後の
論点として、「がん検診の対象年齢毎の推奨度について」が
挙げられた。

令和2年3月31日

がん検診のあり方検討会により、胃や大腸などのがん検診の
受診を特に推奨すべき対象者を「69歳以下」とする中間報
告をまとめた。
※対象者の年齢についてはさらに検討が必要として、市町村が行うが
ん検診の方針を示す国の指針改定はすぐには行わず、引き続き議論
していくとしている。



大阪市胃がん検診の状況について

※集団検診：指定の日時／場所で集団で検診

※個別検診：指定医療機関で個別に検診

対象 40歳代 50歳以上

検診方法 エックス線検査 エックス線検査又は内視鏡検査

検診間隔 毎年
内視鏡検査を受診した翌年度は、

いずれも受診不可

自己負担 個別1,500円・集団 500円 個別1,500円・集団 500円

実施形態
集団／個別

集団検診は胃・大腸・肺がん同時実施
集団／個別

内視鏡検査は個別のみ

委託形態 集団：単年度入札方式 個別：大阪府医師会

申込方法 区および検診実施機関へ直接電話等による申込

検診体制（令和2年度）



大阪市胃がん検診の状況について（大阪市胃部エックス線検査仕様）

指針 チェックリスト 大阪市（個別） 大阪市（集団）

対象
年齢

50歳以上の者（胃部エックス
線検査については、当分の間、
40歳以上の者を対象としても
差し支えない）

満40歳以上 満40歳以上

受診
間隔

原則2年に1回（当分の間、胃
部エックス線検査を年1回実
施しても差し支えない）

年度中に1回 年度中に1回

撮影
方法

「新・胃X線撮影法ガイドラ
イン改訂版（2011年）」を参
考にすること

日本消化器がん検診学会
の方式

日本消化器がん検診
学会基準（2011年発
行）に順ずること

日本消化器がん検診学
会基準（2011年発行）
に順ずること

撮影
技師

日本消化器がん検診学会
による研修を終了
日本消化器がん検診学会
認定技師

読影 原則として十分な経験を有す
る2名以上の医師

原則として2名の医師
（うち一人は日本消化器
がん検診学会認定医）

十分な経験を有する
医師

2名以上による二重読影
1名は日本消化器がん検
診学会認定医を含む



大阪市胃がん検診の状況について（大阪市内視鏡検査仕様）

指針 チェックリスト 大阪市（個別）

対象
年齢

50歳以上の者（胃部エックス線検
査については、当分の間、40歳以
上の者を対象としても差し支えな
い）

満50歳以上

受診
間隔

原則2年に1回（当分の間、胃部
エックス線検査を年1回実施して
も差し支えない）

2年に1回

実施 「対策型検診のための胃内視鏡検
診マニュアル」を参考にすること

「対策型検診のための胃内視鏡検診
マニュアル」を参考にすること

「対策型検診のための胃内視鏡
検診マニュアル」を参考に行う

ダブル
チェッ
ク

読影委員会によるダブルチェックを
実施
専門医が複数勤務する場合は、
相互チェックも代替方法とする

自施設でのダブルチェック

日本消化器がん検診学会認定医
あるいは日本消化器内視鏡学会
専門医
申告書

読影
委員会

日本消化器がん検診学会認定医ある
いは日本消化器内視鏡学会専門医


